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文献１：京都府指定・登録等文化財
http://www.kyoto-be.ne.jp/bunkazai/cms/?page_id=200

文献２：独立行政法人水資源機構「近代砂防はここから始まった 不動川砂防施設」
http://www.water.go.jp/honsya/honsya/pamphlet/kouhoushi/2011/pdf/1102-09.pdf

京都府山城広域振興局　管内施設紹介　「不動川砂防歴史公園」
http://www.pref.kyoto.jp/yamashiro/kensetu/documents/1218690708413.pdf

明治初期 明治８年～

ヨハネス・デ・レーケ

デ・レーケは日本古来の土砂留工法を西欧の近代的土木技術で改良し、相谷川で試験
施工を行った。その後、これらの工法を「砂防工略図解」としてまとめ、当時の砂防職員
の教科書とされた。国直轄の砂防工事が始まってからは松方正義内務卿をはじめ、多く
の政府高官が現場視察に訪れていた。（文献２より引用）

歴史的な遺産
等の指定の有

無等
－

その他の指定・認定 京都府有形文化財

相谷川砂防堰堤群

写真等

京都府

砂防 ダム

木津川の右岸側に合流する不動川の支流相谷
川に位置する。明治６年に来日したデ・レーケが
明治８年から割石堰堤や山腹工等の１６種の砂
防工事を試験的に行ったと伝えられている。試験
施工の後は国直轄の砂防工事が行われることに
なり、明治１１年には砂防工営所が開設された。
近代的な砂防工事が日本で初めて行われた記
念すべき地として、現在は不動川砂防歴史公園
となっており、地域の人々の憩いの場となってい
る。（文献１より引用）

木津川市


